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M.M.ドブロトゥヴォールスキーの
アイヌ語・ロシア語辞典

(カザン，1875年)

M.M.ドブロトゥヴォールスキー著
寺 田 吉 孝訳
安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は， I， ，I， の部分である。

前回同様，注には「原文のまま」と記した箇所が多くあるが，内容的に２つに大別できる。１

つは，原文中に「日本語の表現（あるいは単語）」と記されあるのだが，日本語の表現（あるい

は単語）にあるとは思われないもの箇所である。もう一つは，原文そのものの中に「？」が書か

れている箇所がある。著書自身が確証を持てずに書いた箇所であろう。

今回の訳出部分には，不明の省略記号がいくつか出てきた。確証は持てないのだが，自分なり

の推測を注に書き加えておく。

（寺田吉孝 記)
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Ikhos’ki. (形）酔った．（動）酔わせる．

Ikhtrchi. (名）1．椎骨（ıkhtrchi-poni，椎骨）．2．(草の）節（例えば，porokutu の）．3．指

骨．4．(指の）くるぶし ．

― gye, 関節（顕微鏡の下でのナンキンムシの触角の）．

Ikhumba. (動）細かく刻む（タバコを）．

Ikhumpa（あるいは khumpa），７月（カラフトマスやサケ・マスを細かく刻むことから）．

Ikhuryekanye (名）ある広葉樹の木．（同）kyene. Var. igyuryekanye.

Itsibu. (名）日本の四角い銀貨（44.5コペイカ）．

Itsikoko. Mos.練習する，学ぶ．

Itsikorye. Mos.派遣する，行かせる，遣る，着かせる．

― nangonna. Mos.遣ることができる，あるいは，前に行かせる（⇨ nankora）．

Itsinkye. Mos.亀．

Itsinurye. Mos.分からせる，知らせる，通知する．

Itsipo. Mos.船の荷，船の積荷．

Itsiris’. (名）蟻．

Itsisishiara. Mos.(イチシシヤラ），ウミウシに似た の名．

Itsicharu. Mos.(イチチヤル），赤い実をつける植物の名．

Itsietonap. Mos.嫉妬深い；嫉妬，羨望．

Its. Mos.来る．来い! こっちへ来い（イツあるいはイーツıts）．

― tye. Mos.(イツテ），手渡す．

Itsyanoj. ⇨ ichanoj.

Itsyan. (形）（魚が）産卵した ． ― gyemoj
 

Itsyanemoj. (名）産卵したカラフトマス． ⇨ chan.

Icha. Mos.～の内部に，～の中に．

Ichavaten’ki. (名）下士官（下級士官，サーベルを一本身につけた）．

Ichavudangi. Dav.命令する．

Ichagashino. Dav.習得する．Ichakashino. Mos.教える，仕込む．

Ichagashinu. Dav.指示する．Ichakashinu. Mos.教える，仕込む．

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)

⑴ 本書の の項にあるように，植物の名前．

⑵ 原文のまま．

⑶ 不明．

⑷ 不明．有殻翼足類のことか

⑸ 原文では， となっているが， の誤りであろう．
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Ichakas’no. (動）教える，学ぶ，教え導く，助言する，（道を）教える．（形）学問のある，文

字を書くことができる．

Ichakyerye. Mos.清潔でない，きたない．

Ichakkiri. Dav.不潔に．

Ichakoko. Mos.依頼をする，教える，仕込む．

Ichaku. Mos.こぼれる．

Ichani. Mos.サケ・マス，サーモン．― yu, Mos.ベニザケ．（名）お金，日本語の単

語．ラムソンを刻むための板．Pt.

Ichanoj, あるいは itsyanoj（itsyan-gyemoj の省略形）．（名）鼻面の短い白いカラフトマス．

（同）gomaporo, ⇨ chan.

Ichanuno. (動）だます，欺く（たとえば，短期の予定で借りて返さない）．

Ichara. (地Shm.）クスナイ（Kusunaj, ）の北方85露里のトゥライツィスク（Trajt-

sisk, ）湖の近くの山（ラマノン（Lamanon, ）山）)；この山から流れ

出ている川．

― nuburi. (地）トゥライトゥスク（Trajtsk, ）湖の北岸の支脈

Icharakamu. (動）おおう（葉っぱで，あるいは，湿布で）．

Icharapo. (名）食用の草，icharapu.とも言う

Ichararye. (動）信じない，疑う．

Ichari. (名）篩（ふるい）．― okhta inumu, (米を）篩にかける．Mos.運ぶためのかご．

― bo. Mos.植物の名，野生のセロリ，セリ科レビスチカム属の薬草．

Icharikina. Mos.(同）Icharibo, セリ科レビスチカム属の薬草．

Icharsiukye (J̄arsiukah). Kl.Kam.苦い．

Ichata. Mos.～の内部に，～の中に

Ichautyenkye. Mos.命令，指示， ⇨ ibautenkye.

Ichakhkyerye. (形）汚い，不潔な．（動）よごす，けがす．Kiro―.

Ichyeni. (名）真ん中に丸い穴の開いた日本の鋳造硬貨；貨幣（全般)；真鍮製の満州の硬貨；

お金（ichani とも言う），日本語の単語．

Ichiv. Pt.刺（とげ）を立てる．

Ichini. (名）お金．
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Ichkumuma. Kl.Kam.Empetrum(Apenbeere)

Ichogaj. Dav.君，あなた．Icho gaj. Lang.S.Sakh.君，あなた．

― utari. Dav.君たち，あなた（たち），Icho gaj  udari. Kl.Sakh.君たち，あなた（た

ち）．

Ichogaivaya. Dav.君の，あなたの，Pf.によると，ichokai-va-ya, ああ，これは君のため

だ! ああ，これは君についてのことだ!

Ichokaj. Mos.お前，あなた（尊敬語として）．

Ichokhcha. (名）スズメバチ． ― kıkkiri, スズメバチ．

Ichoshcharye. Mos.(イチヨツチヤレ），小型のミズグモ，choshcha「射る」から．

Ishama. Kl.Kam.幸せな．

― ni. Mos.(イシヤマニ），梁，主梁．

Ishama. Dav.断崖絶壁；～がない．Mos.～なしに，～がない．Ishama, あるいは shama

（シヤマ），側；すぐ側に．Ishama. Kr.Pal.Lang.Kam.～がある．

― yurushka. Dav.腹を立てるな．

Ishamu. Mos.～なしに，～がない；側，岸．Tekye ishamu. Mos.手のない．

Ishamuka. Mos.～なしに． Nanu ishamuka. Mos.恥知らずの（字義通りは，「顔のな

い」）

Ishamunobo. Mos.何も（～ない)；脇にある～（副詞として ）

Ishamuta. Mos.側，端；前置詞として：～の脇に，～のすぐ側に．

Isham. Pal.～がない．

Ishanani. Dav.カワウソ， ⇨ esaman.

Ishye. Mos.同意する，肯定的な答えをする，答える（eshye とも言う）．

Ishyebo. Mos.(イヤボ ），（アナ）ウサギ．

Ishi. (イシ）．Mos.しっぽ．

Ishiabo. Mos.(イシヤボ），（アナ）ウサギ．

Ishiauni. Mos.(イシヤウヌ），右舷．船の右側．

Ishibu. Dav.ウサギ．

Ishioki-shioki. Mos.(イシヨキシヨキ），キツツキ科の鳥，shioshio と等しい語，shioki-shioki

から，穴を開ける時に聞こえる音，木に穴を開けること自体．

Ishiororye. Mos.マツマイの東部の挨拶の言い回し（こんにちは）．

Ishirun. Mos.弱くなる．

⑹ 原文のまま．

⑺ 原文のまま．
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Ishiumaku. Mos.(イシユマク），短くする，減らす，低める．

Ishoruru. Dav.いびきをかく．

アイヌ語の字母の９番目の文字．

Jye. (名）1．言葉．2．膿．（動）話す．Kyem-koro jye, 希薄腐敗膿，血の混じった膿．

― asin’. 膿が流れ出る．

― kanye, あるいは nyerampye jye kanye, あるいは itakh-kanye! 話せ! さあ，話せよ!

Jyebokas’. (形）もっとも悪い，より悪い．Alyeksandr pono-jyebokas’, eani  pono-erue ajnu
 

itaku vante, お前はアレクサンドルよりアイヌ語をよく知っている．

Jyebukas’, より小さい， より少ない， ⇨ eruye.

Jyeguva (jehuwah).Kl.Kam.膿．

Jyetu (Yetuh). Kl.Kam.腫れ物．

Jyetunijokh. (動）答える，反響する．

― kanye! 答えてください!

Jimukiri (jimukyryh). Kl.Kam.甘い物．

Joasis’. (名）疥癬．

Jobu. Kl.Sakh.長兄．

Jobuni (jopuni). (形）列の最後の，後の．（副）後に，後方に，後で．Jobuni aryegi,

(他の人より）後に来る．

Jova. Kl.Sakh.松明（たいまつ）．

Jogyeusyeusı. (動）驚きの声を出す（熊のような）．

Joj. Var. oya；joj ukuran, 明日の夜に（oya, あるいは oj, ukuran とも言う）．

Joki. Mos.樽，桶．

Jokujra. (動) ⇨ jouf.

Jokusi. (地）カルサコフ（Karsakov, ）の東方44露里のアイヌの村．

Jokkhausi. (動）（けんかをしている者たちを）なだめる，止めさせる．

⑻ 不明．
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Jomarye. (動）流し込む（日本語の単語），一杯につぐ，omarye とも言う．

Jomomukye. Mos.縮まる，しわが寄る，よれる．

Jomokh. (名）槍．

Jompa-jompa. Mos.(ヨンパヨンパ），しわが寄る，よれる．

Jomugori. Mos.しゃっくり．

Jomuye. (名）弁髪（ギリヤークの頭の）．

Jomunye. Mos.十分食べる；満腹している．

Joni. (動）（脚を）折り曲げる．

Jonkoro. (動）探す．

― jonkoro. (動）揺れてこぼれる（ひどく傾いた瓶からワインが）．

Jonnye. (形）懲らしめられた～，慎重な，（たとえば，熊に）驚いた～，（盗みを）止めた～．

Jontekhpye. (名）肩の上部．― 肩の上部の柔らかい箇所．

― kam, あるいは takhsuf-kam あるいは，単に jontekhpye, 肩の上部の筋肉，肩の上部の柔ら

かい箇所．

Joomante, あるいは，kamuj joomante.と言ったほうが良い (名）山の神に，あるいは，Iso-

kotan に熊を捧げる祭り．（同）kamuj-asın’kye.

Jo-oyasima, 明々後日，三日後に．

― oyasima ukuran, 明々後日の夜に．

Jopanyeka, 帯なしの，帯を解かれた．― ajnu (makhnyeku), 帯を解かれた人（帯を解かれ

た女性）．

Jorap および Jorap. Mos.７月および８月のために使われる「月」という語のための表現．

Joritako-ina , いけにえとなった熊の上で振るための inauで飾られた棒．

Joritaku, joritako-ina をその上で振りながら，殺された熊に祈る．

Joromuno. (動）懐に手を隠す（袖に何も入っていないことを示すために，手を抜きだして）．

Jorusha. Kl.Sakh.くれ，与えよ．

Joskye ( ,ioskye),綯う，編む．

⑼ 不明． には「おかしな出来事，珍事，珍品」という意味があるが．

345

 

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



346

北海学園大学学園論集 第156号 (2013年６月)



Joturis’. (動）（莚を）敷く．Pt. jotori, 敷く．

Jotusini. (名）織られたものを巻きつける２本の棒．

Jouma ( ,joma, ioma).(名）槍．

Joumakhnis’. (名）柄（槍の）．

Jounbye. Mos.ついたて（覆い隠すもの），傘．

Jouf. (動）夜，女性の性器に忍び込む．（同）jokujra.

Jokhnyeka (副）慎重に，音をたてずに（たとえば，熊の足音がきこえたので）．（同）yajum-

morye.

Jokhpye. (名）炉の上の木製の鉤（釜を吊るすための）．

Jokhtekh. (動）～に引っかける（sikajse ― 釘に引っかける），（留金を）かける，（カワウ

ソに）縄（soko）をかける．

Jotsubye. Mos.鎌，大鎌．

Joyankye-yukara, 本物でない歌，おもしろ半分の歌．（同）yajpuni-yukara（日本語の表現)

および khyetsirye-yukara.

Jchagir(j ahgir).Kl.Kam.湿り，湿気．

Jyubi. Kl.Mats.Brot.指．

Jyuknyema (yewknema).Brot.ダマシカの皮革．

I.

I.アイヌ語の字母の10番目の文字．

Iakkari. Mos.渡る，越える．

Iambi-kassma (Yhambi kassma). Lap.16．

Iampye (Yhampe).Lap.６．

Iani. Mos.君を，お前を（省略形で yani），君と，お前と；対格あるいは具格．

Ijka. (名）一歩．（動）渡る， → eneijka.

― makhpa akhkas’. (動）行進する，足を上げて歩む．

― tanye akhkas’, 大股で歩む．

― takhkon akhkas’, 少しずつ足を運ぶ，渡る．

⑽ 不明． には「おかしな出来事，珍事，珍品」という意味があるが．

原文のまま．
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Iikaun. Mos.話の上手な，ika「渡る，越す」から；ıkaun.とも言う（少し異なる意味をもつ

が）

Iinyekarakara. Mos.自分のことを話させる，賞賛に価することをする．

Ijobociba. Mos.憎む，嫌う．

Ijobosimamu. Mos.熱愛する．

Ijoibye. Mos.財産，一族の財産．― futtsi  tsuj  shamakye  shukup  ikorobo  omakaneva.

Mos.氏族の祖先が財産を宝物から置く．

Ijokobi. Mos.人との別れ，不在；ikobi の省略形 ．

Ijomaku. Mos.短くする．

Iıomari. Dav.一杯に注ぐ．

Ijopaitsisi. Mos.(イヨパイチシ），熱愛する．

Ijorobota. Mos.弱い，老いぼれた，病弱な．

Ijosyerye-kyerye-tabavasi. Mos.当惑する，驚く．

Ijosi. Mos.後へ，逆方向へ；iosi.の省略形

― kamarye. Mos.助っ人；iosi-kamarye の省略形 ，osikama「後へ，逆方向へ」から．

Ijotsisiba. Mos.むずかしい，悲しむべき，悲しい．

Ijotsisiparye. Mos.むずかしい，悲しむべき，痛ましい．

Ijrivaki. (名）いとこ，いとこたち，ujrivaki.とも言う

Iodoan. Mos.賞賛，褒美．

Iorusha. Dav.くれ，与えよ．

Iousy. Dav.後部，Pf.によると，osi あるいは oshi「後側」，あるいは ijosi＝(jiosi (⇨ ijosi-

kamarye)）．

Iusitye あるいは iushtye. Mos.(イウシテ），到着する，その場まで広がる．

Iutani. Mos.ある星座の名．

Iututanba. Mos.つなぐ．

Iyyuvan’. Pal.年．

Iegyetsu. Mos.ため息をつく．

Ieyakaraman. Mos.屋根の樋．

Iyukfti. Dav.鎌．

Iyunupitararye (Yiunupıtharareh). Kl.Kam.ぬかるみ，ぬかるんだ場所．

Iyushita (Yju ita). Kl.Sakh.そこに．

原文のまま．

原文のまま．

原文のまま．
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Iya-ashin. Dav.膿．Kl.Sakh.(Yjaa yn),膿， ⇨ jye-asin.

Iyabi. Mos.怠ける，見過ごす．

Iyakyejmujka. Mos.頭頂部あるいは頭に置かれている．

Iyami. Mos.鳥の名．

Iyamunu. Dav.慎重に（iyamunu）．

― anakka-ikki. Dav.保存する（原文では．iyamunuanakka-ikki)；Pf.によると，たぶん：

yamunoanakka-i-ki, あるものが涼しくあるうちに．

Iyangarapfti  kushyu oman. Dav.顔を向き合わせて．N. 行ってしまう，あいさつを交わ

す．

Iyanyekondshi. Mosiv ．（イヤ子コンジ），特別な形の帽子．

Iyatyea, kochan とも言う， 日本語の単語．（同）etunnye.

Iyakh. (副）不必要に，日本語の単語．

Iyashin. Kl.Sakh.腫れ物．

アイヌ語の字母の11番目の文字．

Ka. (名）縄．1．糸．2．(弓の）弦（つる）．3．楽器の弦（tonkoryu―）．4．表面（kaskyeta の省

略形）．Vakhka ka,あるいは vakhka kaskyeta, 水面，流域面積．5．頂上，表面．Vakhka ka
 

ta, 水面に．Nuburi ka ta, 山で，山頂で．Ni ka ta, 木に．Syekh ka ta, 寝台に．6．(骨の）

孔．Kasakh poni, 密な骨（たとえば，象牙）．Dav. ka, 糸（複数）．7．kara（助動詞）の省

略形．8．kanye の省略形， ⇨ rusa. 9．ka. (名）シラミの卵．10．kajki の省略形．

― eka, 縄をなう．

Ka および ka. Mos.糸（複数），絹糸，糸（単数）．Lang.Kam.私．Kl.Sakh.糸．Bro.

鉄砲．

Ka, ga, ka. Mos. ka, 土地，土，場所；(kye および ki と同じく）副詞を作って，動詞の動

作の行為や副詞の意味を高める小詞，（ka あるいは ga と同様に）副詞の形成に役立つ，撚

りひも；

不明．

不明．Mos.(藻汐草）の誤りか？
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動詞とともに用いられる時，継続あるいは状況を意味する；色の名前とともに用いられるとき，

「色を塗る」を意味する．

Kaama, 冬季用ではないクロテンを捕獲する用具．（同）kajkyemojki, ⇨ gyepitakhni,

irami および katsımpo.

Kaanyen. Kr.縞のあるワモンアザラシ．

Kaanı. Kr.鉄．Lapyer.(kahani),外洋船，船．

Kaba. Mos.薄い，細い．

― kaba. (形）（幅の広いものやラシャが）薄い，とても薄い．Kaba-kaba numakh, とても

薄いボタン．

― kaba chavan. (名）日本の茶わん（酒およびお茶用），磁器製でとても薄く透き通ってい

る．

Kabanni. (名）棺（棺の板 ⇨ poroni）．

Kabanno-kuni. Dav.浅黒い．

Kabap. Mos. ,愛撫．kaba「薄い」から．

Kabara (kapara). (形）（棒ではなく，板が）薄い，細い，（脂肪分の少ない鯨たとえば ipoye

が）やせこけた，細い．

― kam. (名）横隔膜．

― sakye. (名）うすい酒（アイヌの酒）．（反）ironnye-saki.

Kabariu. Mos.(カバリウ），カレイ目の魚．

Kabaru. Mos.薄い．

― shyei. Mos.薄い殻をもった大きな海の貝の一種．

― shiu. Mos.(カバルシユ），銅製の釜．

Kabaruj. Dav.カレイ目の魚．

Kabaryu. (名）カレイ目の魚．

Kabatats. Mos.木の名．

Kabato. Mos.水生植物の名．

Kabakhpo (kabavpo, kapakhpo). (名）チョウ．

Kabatsiri. Mos.ワシ．

Kabburas. (地Shm）オロケス（Orokyes, ）川の南方の岬．

Kabyepusis’. (名）樹皮で覆われた ina の上部．

― koro inau,棒に樹皮のついた，頭のない熊の inau.

Kabiu. Mos.カモメ．

不明．
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Kabo. Dav.シラミの卵．

Kabu (kapu, kap, kakh). (名）薄皮，内皮，樹皮．Mos. kabu あるいは kapu, 皮，とくに樹

木の．

― kara, （ を）むく，（内皮を）剥ぐ．

― konojye, 樹皮を巻きつける（たとえば，タバコ用のパイプに色をつける際に螺旋状に

nis’koni から樹皮を巻きつける，）．

Kaburatsıs’kyeni (kaburachıs’kyeni). (名）赤い食べられない実（カラスの実）のなる小さな

木．

Kabuto. Mos.皮（Leder）の一般的な名．日本語のkabuto「兜」から．

Kavukavu. Lang.Mats.S.Sakh.雹（ひょう），霰（あられ）．

Kagaj. Lang.N.Sakh.飲む．

Kadanna. Bro.柄の二つある剣．

Kado あるいは kato. Mos.節度，正しさ，秩序，katu.とも言う

Kadu-uvyen’. Dav. （ 「しかめっ面」のことか？) ， ⇨ katu-vyen.

Kazukch. Kr.女性の名，つまり：泣いている（国が征服されたその日に生まれたことから）．

Kai. Dav.(先端を）折る，曲げる．N ．

Kaj. (名）網膜（動物の）．Dav.割く，いっぺんに折りとる．Mos.壊す，粉々に砕く．

（名）櫂（かい），日本語の単語．（同）gonivye.

― bye. Mos.高波，字義通りは：砕かれた水．

Kajda. Kl.Sakh.Dav.錨．Mos.―Pfによると，正しくは： ka-ita, 縄についた板，の代

わり．

― ama. Dav.投錨する．

― yangi. Dav.抜錨する， ⇨ yankye.

Kajye. (動）壊す，折る．

― gum. (名）割れる音．

Kajkaku. (動）（櫂で）漕ぐ，日本語の単語．（同）chipo.

Kajkyemojki. (名）冬季以外のクロテンの捕獲（kaama による）， ⇨ matakyemojki.

Kajki, 省略形で kajk および ka. (副）しかし，～にもかかわらず．Sonno kajki  tram-os’ma,

でも，とても落ち着いている．

Kajk, ⇨ kajki.

― khankye, でも，やらなかった．

不明．

原文のまま．

不明．
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Kajk-khan, だが～しない（～がない）．Sirankorye kajk khanchine（あるいは，sirankorye ka
 

ganchiki あるいは sirankorye ka khan-chi-ne); okaj rusujchiki-okaj; oman tusujchiki-oman;

omanova-neno! あなたは私たちの親戚ではない，住みたいのならば住めばよいし，去り

たくなれば去ればよい，私たちにはどうでもよいことだ．

Kajna-kamoj. Kl.Sakh.雷．

Kajno! Ajno に当たる語で，男の子に対する呼びかけに使われる：おい，ぼくちゃん!

Kajno (kajyo). (動）叫ぶ，大声で呼ぶ（遠くを行く人を）．

― kara. (動）手招きする，呼び寄せる，呼ぶ．Syeta kajo-kara, 犬を手招きする（kaj-kaj-

kaj!）．

Kajsiri-koro t ryera. (名）雪まじりの風（上空の吹雪を伴う）．

Kajta. (名）綱．Kani―,（金属の）鎖．Mos.錨（kajda とも言う）．

Kajte. (動）壊れる，（弓が）音をたてて折れる（しかし弦（つる）に関してではない），折る，

折れる．

Kajya. (名）帆． Kl.Kam.

― ni. (名）帆柱．Kajyani otannye, orı.

Kakaio. Kr.Pal.夫．

Kakakijo. Mos.鳥の名．

Kakye. (名）槌．

― nis’(-nichi), 槌の柄．

Kakyeputon. (名）厚い日本の掛け布団，毛布，日本語の単語．

Kakı. Kr.Pal.末の弟．

Kakkoku. Mos.ノバト．

Kakkok. Kr.

Kakkoro. Mos.(カツコロ），毛皮外套，毛皮．

Kakkumi. Mos.(カツクミ），水を汲むさじ．

Kakukani. (名）現在はサハリンで流通していない大きな四角い日本の銀貨（２倍の bu?）

Kakuk. Kr.カササギ（複数）（鳥）．

Kakumi. Mos.水を汲むさじ，kakkumi とも言う

Kakura. (名）灰色のナマコ．

― uta. Mos.ナマコの一種．

Kakfumi  Dav.ひしゃく， ⇨ kakhkum.

不明．おそらく 「カッコウ」のことであろう．
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Kama. (動）踏み越える（ni―, 木をまたぐ）．（名）クロテンを獲る春の罠．Mos.フライ

パン，日本語の単語．

Kama. (名）日本の大きな釜，炉．Mos.焼鍋，フライパン，日本語．

― suma, レンガ．

― chikoni, 薪．

Kama-ani. Mos.まだ，さらに．

Kamagurakhte (kamgurakhte). (名）食用の草．

Kamasa. (名）我が国の の代わりをする機織の道具．

Kamayan, 奥さん! Kamayan aryegi yan-uva, tambaku ku-yan! 奥さん，こっちへ来て一服

しましょう（家の外で）．

Kambara あるいは kambarye. Mos.～の外に，～の外側から，～に反して．

Ramu―. Mos.期待に反して．

Kambye (kampye, kambi). (名）便箋．

― kara, (言葉を）書き留める．

― nujye, 紙に書く．

― nujye taj. (名）事務机，文机．

― orova itakh, 読む．

― orova itakh ichakas’no chomyen, アルファベット．

Kambyetujye. (名）男性の名．

Kambi. Dav.紙．Mos.紙（日本語のkamiから）．Fyur.

― shisham. Mos.写字生（字義通りは：紙の人）．

Kambinye-utara, あるいは kambi-utara. (名）書記（単数），書記（複数）．

Kamboto. (名）男性の名．

Kamye. (名）上部が細くなった小さな壺（脂用）．Brot.紙．

Kamı. Mos.肉（kamu とも言う）．

― asın’. (名）吹出物（複数）（bulli）．

― tsinojba. Mos.指でつぶす．

Kaminishti. Dav.便秘（病気）．

Kamitatsi. Mos.米，穀類．

Kamiyasi. Mos.死体，遺体．

Kamka. Kl.Kam.体．

Kamko. Lang.N.E.Sakh.足．

Kamoj. Dav.神，kamuj とも言う．Mos.神，魂，貴人，竜および神聖なものと崇められて

いる動物全般（日本語のkamiから)；高官についても用いられる．

不明． （織機の経糸を持ち上げるための輪索）のことか？

ールスキー著，寺田
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Kamoj-bashyep-ne. Mos.神々（「bashye を介して」の複数形の例）

― gye-u-e. Mos.(⇨ u-e），神の姿

― nibigi. Dav.稲妻．Lang.S.Sakh.(kamoj nibi gi）， 稲妻，Pfによると，kamoj-nye-

byekye, 神の輝き（byekye は byekyerye「輝いている」の語根）．

― sagi. Dav.酒，（原文では：罪のある）．Kl.Sakh.(kamoj  sagi），酒（d.i.Gotter-

wein）． Mos.(kamoj sakye）酒，shakye.とも言う

― fumbye. Mos.石の甲虫（Steinkofer），字義通りは：神々の鯨．

― tsikap. Mos.フクロウ（字義通りは：神々の鳥）．

― tsikyembye. Mos.酒．

Kamo-kamo. Mos.食料品用の編みかご．

Kamporo. (名）くちばしの細いカラス（鳴き声：krr,krr）．

Kamtat. (地）シウ（Siu, i）川の支流（大きい方から３番目支流），ギリヤーク語の単語．

Kamu. Mos.(kam とも言う）肉．（動）おおう（kamu’rye の省略形）．Tishye opas’―, 雪

で家をおおう（吹雪に関して）．

Kamuyef (Kamujeph). Kl.Kam.脾臓．

Kamuj. (名）神，獣，動物，長（おさ），支配者．― Mosiri-kamuj, 島の長（おさ）（支配

者）．Mos.神，貴人，竜（日本語の kami から），兵士 ― Kr.神．Lang.Kam.Kur.

Kl.Kam.熊．

― asın’kye. (asın’ki). (名）熊送りの祭り．（同）kamuj-omante.

― asin’kye-to, あるいは kamuj-asin’-to, 熊送りの当日．

― gumf (Kamuighumph).Lang.Kur.Kl.Kam.雷．

― joomante. (同）kamuj-asın’ki.

― kyeraj. Mos.神の助け．

― kojki. (名）獣の捕獲．（動）獣を獲る；鰭（き）亜目の動物の捕獲．

― mau, 神々の力，神々の啓示（たとえば，夢で歌を歌わせる）．

bashyeは，複数形を作る働きをする（本書 の項を参照）．
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Kamuj-mosiri, 大昔に ojmakus’-makhnyeku が住んでいた島．（同）inonu-mosiri.

― nomı.(名）祝典，祭り．

― ne. Mos.神々，実際の姿の神々．Kamuj-ne-kushu. Mos.神々のために．Kamuj  ne
 

va, あるいは kamuj gye ne va, 神々，この神々．

― okhta inonajtakh tishye, 寺院，社．

― pinnisam. (名）年長の家の神．（同）tishye-yupu-kamuj および sopaus’-kamuj.

― siuunye. Kr.Pal.Lang.Kam.稲妻．

― tishye, アイヌの熊狩り猟師．

― to. (名）祭りの日（たとえば，熊送りの祭り）．

― tono. 臣下の侯．

― utarye. Mos.兵士，字義通りは：偉大なものの，仲間，Kamuj  utarye  van-van-

shnyevanye gots. Mos.10万人の兵士． ⇨ van.

― fumi. Mos.雷（字義通りは：神々の声）．

― yuvankye tsipu yankye na. Mos.神々の助けで私は船から陸に上がった．

Kamu-kashkye. Mos.(カムカシケ），体の皮，字義通りは：肉の上に．

Kamunumba. Dav.毛がをむしられた～．Mos.皮をつねる，はさむ．

Kamun. Mos.神々（kamuj-ne の代わりに）．

Kamurye. (動）おおう，被せる，隠す，かける．

Kamurusa. (名）ヨモギの一種の草．（同）noya.

Kamurushiu. Mos.(カムルシユ）．ミズグモに似た昆虫の名．

Kamus’. (形）肉の豊かな～（獣について）， ⇨ mimus’.

Kamutanasi. Mos.アシカ．

Kamuyum, あるいは kamujyum. (名）雷．

Kam. (名）（哺乳類の）肉， ⇨ mim. Dav.―Fyur.―Kr.Pal.Lang.Kam.Kur.S.

Sakh.Kl.Kam.Sakh.Mos.(他に kamu），肉．

― kaskye. (名）皮．― kashkye. Mos.皮（字義通りは：肉の上に）．

― oro vakhka asın’, (人が）ひどく汗をかいた．

本辞典 の項に「言い伝えによると，歯のある生殖器を持っていた女性」と書かれてい

る．
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Kam-sakh. (形）やせた，やせぎすの（ajnu），kajsakh とも言う．

Kana. (動）頼む．（副）再び，後へ．Kana akhgunkye, 再び突き通す．Kana suj akhgunkye,

もう一度（再び）突っ込む．Kana suj akhguntekh kajki-oman, もう一度立ち寄ったのに，

行ってしまった．

Kana. (名）鉋（かんな）．（形）表面の．Mos.上にある～，kanna とも言う．

― vakhka, 氷の表面に出てきた水．（同）vakhka-asın’.

― ejki, 鉋で削る．

Kanai. Mos.鱈に似ているが，それより小さい魚の名；ノトロ（Notoro, ）湖に生息

する．

Kana-kamuj. Pal.神．

Kanatama. (名）禿げ．

― koro, 禿の，禿のある（ajnu）．

Kanats. Dav.乙女．Kl.Sakh.― ⇨ kanuntsi.

Kana-chabusi. Mos.(クナチャブシ），上唇．

Kando. Lang.Kur.Kl.Kam.空．

Kanye. (動）さあ，どうぞ ― 命令法を作る小詞；もうすでに．Nucha tusu ajnu Kusun-

kotan orova aryegi  kanye an nango, たぶんロシアの聖職者はもうすでにクスン・コタン

（Kusun-kotan, ）を出ただろう， ⇨ kana および ekh. ― Mos.金属，

鉄，日本語の単語．

Kanyebius. Dav.錆びる，Pfによると，kanye，金属および小詞 bye と usi からの kanye-bye-

usi の代わりに．

Kanyegankapuj (名）オニヤンマ，ヒメバチ（飛ぶとき大きな音をだす）．

Kanyetudz あるいは kanyetutsi. Dav.鎚（日本語の kana-dzutsi,「金づち」から）．

Kanzi.Brot.櫂（かい)；kandzi とも言う．

Kani (名）金属，硬貨，金属の飾り（腕輪など），屋根（tishye―）， ：(Mos.），私

を，私を通じて（私の対格，具格)；省略形，kuani の代わり．（形）金属の．Dav.鉄．

Kl.Sakh.鉄．Mos.金属，鉄（日本語 kanye,「金属」から），省略形 kan. ― kan-ani
 

tujye, 切る，割る（金属製の物，ナイフ，斧などで）， ⇨ mon-ani-tujye.

― a, あるいは atu, 鎖，小さい鎖．

字義通りであれば，「（私は）頼む」．

不明． には「おかしな出来事，珍事，珍品」という意味があるが．
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Kani-chıva usı, 頭部の剃った箇所と剃らない箇所の境．

Kanibius. Dav.錆．

Kaniga-kasiyanua. Kr.私は立っている．

Kani-ita. Mos.まだらの板，色とりどりの板．

Kanin’kye. (動）戻る，帰る（同じ日に）．（同）ojstonye.

Kanka. Kr.内部．Kl.Kam.(Kankah)内臓．

Kankaj. (名）コマイ（魚）．

Kankami. (名）鏡，日本語の単語．

Kankamu. Mos.内臓．

Kanki. (名）鍵，日本語の単語．

Kanko. (名）日本の駕籠（かご）．Kanko ani  ampa tonu, 駕籠で旦那を運ぶ；Evgによる

と，Korshu（現代人），KagoおよびNorimono.

Kanna. (形）上の（tsyapus’）．Dav.また．Mos.上方へ．より高い，上にある～；まだ，

同じく，また，再び．（副）（kan とも言う），戻って？ 後に．？．― aryegi, 帰る．

― kamoj. Dav.Mos.雷．Lang.S.Sakh.雷．

― kamoj  fumian. Dav.雷鳴がとどろく．Mos. Kanna-kamuj  fumi, 雷．Kanna-kamuj-

fumi-an. Mos.雷鳴がとどろく，雷の竜の音がひびく．

― kamuj, 雷神．Fyur.雷．Mos.雷の竜，雷；字義通りは：上の神，上の竜．

― shui. Dav.より頻繁に．Mos. kanna-shiuj（カンナシユイ），さらに，一度ならず，し

ばしば

Kannye. Mos.可能法を意味する nankoro と同じ働きをする文末の小詞（gannye とも言

う）．Kimuj kash-ta kanye-pon-kasa iya-kyeimuj-ka rara-ba-kannye, 彼の頭頂部に小さな金

色の帽子が広がる．

Kannokimoj. Lang.Mats.雷．

Kano, 過去の形動詞（能動あるいは被動の）をつくる小詞？ ⇨ gorikorakhkye；上方に？

Kanputu. Mos.食用ではない貝の名．
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Kansi. Kl.Mats.櫂．

Kantachi. (名）麦麹．

Kanto. (名）空．

Kanturankye. (名）男性の名．

Kantus’tujye. (名）男性の名．

Kante, 依頼，頼む，kara-konte の省略形．

Kanuntsi, ⇨ kanuchi.

Kanupa. Mos.（カヌパ），弓を射る．

Kanuspye. (名）（頭の）てっぺん，剃られた頭の上部．― numa, 剃られた頭のてっぺんの

小さな髷（まげ）．

― numa otannye ajnu, 長い間頭を剃っていない人．

Kanufpye. (名）くぎ抜き．

Kanuchi. (名）淫らな女性，娼婦，日本語の単語．

Kantsikamani. Mos.野生の唐辛子．

Kancharankye. (名）名前．

Kanchauspye. (名）口ひげ．

Kanchi. (名）kasanki の真ん中にある舵，日本語の単語．（同）okasanki.

Kanchiomanti. (名）男性の名．

Kan, kanna の省略形．（副）後へ，逆に．Urukaj omanchiki kan aryegi kusujki, 完全に立ち

去らないのであれば，私は戻ります．

Kao, 孔のある，（骨が）密でない， ⇨ ka ― poni, 孔だらけの骨（たとえば，鹿の骨）．

Kaoni. (名）echoro に落ちてきてクロテンを殺す木材．（同）ajkaon.

Kaori. Mos.鳥の名．

Kaorunbye. Mos.織り機， ．

Kapai. Mos.(カハイ），藍；(カパイ），植物の名．

Kapkiri. Dav.長靴（マツマイ島で）．

Kappara. Mos.(カツパラ），キノコ．

Kapsi. Dav.ひっくり返す．

Kapu, ⇨ kabu. Dav.皮膚．Kl.Sakh.皮膚．Mos.皮，とくに樹皮．

― pyerigi. Dav.(皮膚が）破れる． ⇨ pyeryekye.

Kanutajka. (名）スウェーデンカブ．

Kaputo. Mos.ノトロ（Notoro, ）湖の白い小さな魚の一種．

不明． 「手動機織機」の間違いであろう．
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Kaputen’ga. (名）コウモリ．

Kapkhazhu. Kr.エイ（魚）．

Kanshia. Mos.(カプシヤ），垂れ下がる，傾く．

Kara. (動）作る，創造する．1．建てる．2．集める，摘む（turyep―, ベリーを摘む）．3．あち

こちに掛ける（ya kuma―, 竿に網を掛ける）．4．梳かす（saba―, 調髪する）．Dav.火

打ち金．5．(食事を）支度する．

― gon, 妊娠させる．

― kanye monas’no chara furaye, すぐに口をすすげ．

― kara. (動）命令する，させる．

Karakasi. Dav.転がす．

Karakakhsye. (動）（机の上を）転がる，転がす（ひっくり返しながら）．

Karaku. (名）甥，異母の息子．Mos.従兄弟，甥および親類全般．

Karama. (名）イトウと同じくらいの長さの魚．

Karani（あるいは karanni）． (名）その内皮から～が 作られる木．

― artus’. (名）赤いアイヌの長い上衣．

Karankani. Mos.中国の銅（日本語の karakanye から）．Similor,日本語の karakonye か

ら，字義通りは，中国の黄金．

Karaokhnajbu. (地）クスナイ（Kusunaj, ）の南方18露里にある日本人の村．

Karara-tombi. (名）ギリヤーク語で３月（カラスの鳴き声から：kr,kr,kra,kra!）．

Karasi. (名） ,日本語の単語．

Karakhtu. (地）（Krafto），サハリン島．Mos. Karafuto, Karafto. ― utara, あるいは

Tryepun-mosiri utara, サハリンのアイヌ（他のアイヌは彼らをこう呼ぶ）．

Karashyuma. Dav.火打ち石，あるいは karashiuma. Mos.(カラシユマ），火打ち石，小

銃用の火打ち石，kara（日本語の単語）「中国の」から．

Karbasumonaj. (地）クスナイ（Kusunaj, ）の南方201露里の小さい川．

Karyekash. Dav.転がし出す．

Karyettye. Mos.(カレツテ），横笛．

「～が」に当たる単語がない．

巻末で 「辛子」の誤りとして訂正されている．
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Kari. (前）～にそって．Naj-kari  makan, (魚が）川に沿ってのぼる．Dav.包む．Mos.

～から，～の上に，物のあるところから；奪格（ablativ）の印；ikari の省略形．― Tru
 

kari mokoro. Pt.道中で夜を過ごす．

― kari, 転がし下ろす，筒状に巻く（紙を），巻きつける．Karye-karye. Pt.巻く．

Karimba. Mos.二股の矢，二つの鏃のついた矢．

Karimbanii. Dav.白樺．Lang.S.Sakh.Kl.Sakh.― Pfによると，桜．Mos.桜の木．

Karis’. (名）靱皮，内皮，靱皮でつくった輪（より良くは，nin’―），箍（たが）（ontara
 

karis’あるいは ontara sakhma）．― atu, 靱皮でつくった縄．

Karıs’.

Karnu. Kl.Mats.Brot.(Karnu),毛．

Karo. (名）アイヌの刻みたばこ入れ．

― ten’ki. (名）アイヌの旅行用の筵（むしろ）で作った鞄（草製の）

Korogu. Dav.孫，孫娘，姪．Karo gu. Mos.おじ，甥，親類全般，母方の孫，karoku と

も言う．

Karoma. (名）火口（ほくち）と火打ち金用の皮製の小さな袋（一方がもう一方に納まる二つ

の部分からなる；左の太ももに吊るす）．

Karokhajbu. (地Shm）ストゥカンビス（Stukambis, ）岬にある小川．

Karsko. (地Shm) ドゥーイ哨所の南にある崖．

Karu. Dav.建物，仕事．Mos.作る，作り上げる，製造する．

― va. Dav.(私は）作る， ⇨ va (kara-uva?).

― imi. Dav.Nem. で 衣服を作る（裁断して作る）．N. imi kara

― umakua. Dav.引きずる．

― yakka. Dav.建てる，作る， ⇨ yakhka.

Karuku. Mos.おじ，甥，従兄弟． ― Mos.何かをする，遂行する，実行する．

― utarye. Mos.甥（複数）（⇨ utarye）．

Karuma. Mos.エイ，サメ．

Karuopos’, 縦の模様のある更紗（白の縞，次に黒の縞など）

Nem.に関しては，M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 の注４を参照．

不明．
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Karusi. Dav.キノコ（複数）．Mos.キノコ（単数）

Karus’, あるいは toj karus’. (名）キノコ（単数）．Ni karus’, 軟らかいニセホクチダケ．

Kasa. (名）梅毒．Mos.丸い帽子（とくに，竹製の），日本語の単語，kasha とも言う．

― ikonye, 梅毒に罹っている～．

Kasaj. (名）輪（もっぱら熊用の）．

― kamurye, (熊に）輪を掛ける．

Kasanki. (名）（船尾にある）舵用の特別な装置．

Kasara (kisara?).

Kası, 肥料用の干しニシン．Mos.宿泊用の仮小屋，丸い仮小屋，日本語の単語，アイヌ語で

は siraripye.

Kasi-ikiri-gusi. Mos.ネズミの一種，島のネズミ．

Kasimuinu. Mos.目上の者から何かを受け取る（とくに，教師から教えを受ける），仕事を

完全に理解する．

Kasinu. Kr.満腹．

Kasipara. Mos.(カシパラ），建物の梁．

Kasipishish. Mos.(カシピシシ），魚の名．

Kasırarapa. (動）圧迫する，（ケンカで倒れた者を）押さえつける．Tekh―, (寝ながら体で

圧迫して）手をしびれさせる．

Kasırari. (動）圧迫する，押さえつける．（同）kasırarapa.

Kasıs’. (動）邪魔をする，妨げる．（同）ikasis’. (形）力の強い人，豪傑．（同）ikasıs’

(ajnu). Var. kasın’.

Kasituru. (名）男性の名．

Kasıtus’ma. (副）大急ぎで，急いで（出発する）．

Kaskaro. Dav.仮小屋．

Kaskye. (名）最上部，蓋（ふた）．1．鋤．2．灰あるいは土を掻きだす小さなこて（kas’kyep の

省略形）．― ani opas’kyetu, 鋤で雪かきをする．

― gye, 外側の部分，容器の内壁． Syej kaskyegye, 小箱の内壁．

Kaskyepyekatuvsye. (動）～を跳び越す，何かの上を跳ぶ．

不明．Var.は，ロシア語の （varbarskij）「粗野な，教養のない」のことか？

375

 

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



376

北海学園大学学園論集 第156号 (2013年６月)



Kaskyeta (kaskita), 省略形は kaskyet, ka. (名）表面，最上部，屋根．（形）外側の．（副）上か

ら．Kvani ― orovano, 頭上から，我が家の屋根から．馬に乗って．

Kasoraj. (動）（溺れている者を）救う．（同）ukaoraj.

Kaspi. (地Shm) ⇨ kas’pu. Kaspo. (動) ⇨ kas’pu.

Kasputtsi. (地Shm) ⇨ kas’pu. Kasputsi. Br.

Kassamaj. Stral.人．

Kasuvpa (kasufpa). (動）踏みつぶす，足で押しつぶす．

Kasuma. (名）火打ち石（語源 ⇨ karashyuma）

Kasshyuma. Dav.火打ち石．

Kas’kyep. (名）鋤．

Kas’pu. (地）マヌヤ（Manuya, ）の北方50露里のところにある小川とアイヌの村．

Kasyu, あるいは kasyuv, kasyukh. (名）釜からすくうための大きな平たいしゃもじ． Pon―,

(卓上用の）大さじ．

Kasyukhpa (kasuvpa). (動）足で踏む．

Kasyukhpu. (名）底に穴のあるひしゃく．Poro― 大きいひしゃく，pon― 小さいひしゃ

く．

Kasya. (名）祭り用の藁製の帽子．

Kata. (名）まり．― Mos.～へ，～の方へ，～にそって，日本語の kata「側」から．（前）

～の上に，～にそって．Atuj―, 海上で，海を（行く）．Kampye kata nujyekhyemaka,

紙に書いた． Vakhka kata, 水面に．（名）（糸の）玉．Bal.Sakh.地面．Ota kata koj
 

yankye, 寄せ波が岸に（ニシンを）投げ上げた．

Katamu. Mos.植物の名．

Katasakh. (形）病気の，病弱な．

Katas’nu. (形）健康な，病気でない．

Kato-uvyen’. Dav.混乱．Mos.katouen, 狂っていること，混乱．

Katu (katu Mos.). (名）様子，外見， ，弓の弦（つる）．Mos.尺度，姿（Maalß），方

式，仕方，正しさ，秩序，様子，物の形．

― vyenpye, 醜くする．

― vyentekh. Pt.醜くされた．

― vyen. (形）あいまいな，奇形の．

― vyen-ni, 曲がった木．

不明．

不明． 「顔」のことか？
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Katu-kara. (動）（木を）まっすぐにする，描く（Pt.），ふりをする．

― koru. Mos.行動する，応待する，振舞う，行動様式を守る．

― pırika, 美しい（majminye）．

― pırika ni, まっすぐな木．

― unyejno, 顔が似ている～．

Katunkipyekhnaj. (地）ポロペフナイ（Poropyekhnaj, ）川のもっとも上流にある

５番目の支流．

Katuryenka. Mos.命ずる，任せる，依頼する．

Katuri. Dav.筬（おさ）（複数），Mos.筬（単数）（ka「糸」および turi「ぴんと張る」か

ら）．

Katue. Mos.(カツ°エ），妊婦．

Kaukakh. Lang.Kam.雹（ひょう），霰（あられ）．― Kaukıg. Kr.雹，霰．― Kau-

kig’. Pal.雹，霰．

Kau-kau. Mos.雹，霰，kaukaubasi とも言う．

Kaukaubas  Dav.雹，Lang.S.Sakh ―

― ran. Dav.雹が降っている．Mos.―

Kaurye. (名）（犬ぞり用）長い梶棒．Mos.押す，押さえつける．Kauri. Dav.長い梶棒

（犬ぞり，あるいはそりに付けられた犬をとどめる働きをする棒）．

Kakhka. (名）クロイチゴ．― turyep, クロイチゴの実．

Kakhku. (名）男性の名．

Kakhpa. (名）紐でしめる小袋（たばこ用），防水布；防水布で作った衣服，日本語の単語．

Kakhta. (動）火を打ち出す，― iku antro, 火を打ってくれ，― 一服やろう．

Kakhtaj-takara, 放蕩の夢，夢精．

Kakh (kabu, kab, kap). (名）薄皮，樹皮，（魚の）皮，靱皮．

― kavye, (動）一面に突き立てる（ナイフを木，皮に）．

― kara, 皮を剥ぐ（イトウから）．

― kakh, 木の根に付くビロードのような苔．（同）ni vakı.

― kiro, イトウ（chiraj）の皮で作った女性の長靴の先端．

― komo, たばこ用の紐でしめる小袋，筵（むしろ）製のかばん．

― koro, 樹皮がついている～（― ni）

― kum, じょうろ，樺皮製のひしゃく．

― pichiv ni 皮をむかれた，表皮を剥がされた木．

379

 

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典 （M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



380

北海学園大学学園論集 第156号 (2013年６月)



Katsyo, タンバリン（枠に獣皮が張られた）．

Katsi-korubye. Mos.体長が１サージェン（2.134m）以上で，角（Horn）のある種類不明の

魚．

Katsimpo. (名）小さな橋の間にある短い柱（kaama の中の）．

Kacharashino. Dav.健康， ⇨ kachyerasno

― guru. Dav.健康な人．

― ya? Dav.達者か？

Kachyerasno. (形）よく働く，健康な．（同）ochınakarinye.

― ajnu, 健康を享受する人．（反）okhchinye-ajnu.

Kachko-kara artus’. (名）イラクサの経糸と の横糸で織った，まだらの長い上衣．

Kacho. (名）タンバリン，katsyo とも言う．

Kachu. Dav.太鼓．（動）突き刺す．Makıri ani ―；ナイフで突き刺す．

Kasha. Mos.帽子（日本語の単語 kasa から），とくに竹製の丸い帽子．

Kashisyeshki. Dav.閉める，Pfによると，仮小屋の鍵をかける（kashi「宿泊用の仮小屋」と

shyeshkye「閉じる，錠をおろす」から）

Kashioya. Mos.(カシヨヤ）マルハナバチ，字義通りは「地面のミツバチ」．

Kashiu. Mos.跳び越える，またぐ，渡る，しのぐ；形容詞の性質を高める小詞．

Kashiubye. Mos.(カシユベ），魚の名，日本語の単語 asubye から．

Kashiumbye. Mos.(カシユンベ），不明の ．

Kashiuno. Mos.(カシユノ），跳び越す，またぐ，渡る．

Kashiupni. Mos.(カシユプニ），木の名．

Kashiup. Mos.(カシユプ），水を汲むための匙．

Kashishishki. Dav.おおう，かぶせる．

Kashkye. Mos.上に，～の上に，～に．Moshiri―, Mos.島に．

Kashkyeta. Mos.～の上に，～に．

Kashkipu. Dav.鋤．Mos. kashkyep, 鋤．

Kashoya. Mos.スズメバチ（字義通りは，地面のミツバチ）

不明．

不明．
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